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↑ 572枚の室町時代のお金が1つの土坑の中から出土しました。

ひとことプラス！

↑ お金はひもで6つのたばにまとめられていました。

かまくら むろまち

女鎌倉時代なかばから室町時代に使われていたお金のほとん
ゆにゅう

どは中国から輸入されていました。この土坑から出土したお金

の半分以上は「屈策」という中国の呈蘭うでつくられたものです。

かまくら むろまち

鎌倉時代なかばから室町時代
もん

にかけては「文」というお金の
たんい

単位が使われていました。お金
もん

1枚が1文で、およそ96-97枚
もん

をひもでまとめて100文として

使っていました。

↑ 1つのたばにはお金
が97枚ありました。
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施設の名前が墨で書かれた土器（元総社寺田遺跡）→
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↑ 胴査作業の様子
(3トレンチ）

奈良•平安時代と考えら
れる溝跡(6トレンチ） → ． 

う
上
野
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府

こうずけこくふ もとそうじゃまち そうじゃじんじゃしゅうへん

女上野国府は、古くから元総社町の総社神社周辺にあったと考えられて
うしいけかわ ひとがた くにのくりや

いました。近年の発掘調査で総社神社の東の牛池川から人形や「国厨」
そうし ぽくしょどき

や「曹司」と書かれた墨書土器がたくさん見つかりました。また、関越自動

車道を造るときの発掘調査では国府の神社跡が発見されました。当時使
ぷんぽうぐ

われていた文房具なども発掘されています。これらのことから、総社神社
いったい はんいすいてい

から関越自動車道の一帯が、国府の範囲と推定されます。
こうずけこくふかいめい おうみ

女現在、前橋市教育委員会では上野国府の解明を目的に、元総社蒼海

地区で発掘調査を行っています。

役人が使っていた印
（復元品）→ • ;~ 

こくふ こくし ぎしき t-てもの やくにん

【国府】国司が儀式や政治を行った建物や役人が働いて
やくしょ しゅくしゃいちば ひゃくしょうみ

いた役所、役人の家、兵士の宿舎、市場、学校、百姓の民
んか そうしょう

家などを含む全体の総称。
く「のくりや ていきょう しせつ

【国厨】 役人の食事を提供する台所の施設。
そうし t—てもの そうしょう

【曹司】 役所の建物の総称。
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総社町屋敷南遺跡No.2
ひとことプラス！

女宝塔山古墳の北側にあたる堀が見つかりました。
堀の中には浅間山の噴火による浅間B軽石がつ
もっていました。

女浅間山は大昔から噴火を繰り返している火山です。

噴火で飛び出した軽石には名前がついています。

主な軽石の名前を下にまとめておきます。

今年度も前橋市のたくさんの場所で発掘調査が行われました。発掘調査では、住居・土坑・溝など
の生活の跡や、おわん・かめ・つぼなどの道具がたんさん見つかりました。見つかったものをよく観
察すると昔の人々がどのようにして生活していたかが分かります。

元総社蒼海遺跡群(38)
表紙の写真は
矢印の方向か
ら撮影しまし
た。

年代 記号

↑
 

たくさんの土器が出土した古墳時代の溝跡。

大渡道場遺跡

女表紙の写真を別角度から撮るとこうなります。たくさんの土器
が集まっている様子がよく分かりますね。

女古墳時代の水田と畠（はたけ）跡。
平安時代の集落、中世と思われる屋
敷跡が見つかりました。また、 572枚
のお金が見つかりました。

↑
 

三 一

ひとことプラス！

上野国府調査

元総社蒼海遺跡群(38)

元総社地区には、奈良•平安時
代に国府（今でいう県庁）が、室
町時代には蒼海城がありまし
た。当時の政治の中心地でし
た。

← 元総社公民館北側の調査区では
古墳時代の水田跡が見つかりました。
現在の水田にくらべるととても小さな水
田です。

まるとも ならへいあん やくにん
女左の2枚の写真は石で作られた丸鞘という奈良•平安時代の役人がつけていた

ぶひん ぶひん さまざまなまえ
ベルトの部品です。ベルトの部品によって様々 な名前がついています。
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女前橋城三の丸の堀跡が見つかり
ました。堀の内側にはたくさんの石が
つまれており、一番下には松の木が
おかれていることが分かりました。

女写真中央の石には表面に文字が書かれてい
ますね。墨で「十一人口」と書いてあります。他に
も文字が書かれている石が全部で8点見つかり
ました。

1783年

1108年

4世紀初頭

縄文時代中期

名称

浅間A軽石

浅間B軽石

浅間C軽石

浅間D軽石

As-A 

As-B 

As-C 

As-D 

女平安時代の集落が見
つかりました。付近には
上野国府等の遺跡があ
り、多くの住居跡が見つ
かっています。

女古墳時代と奈良、平安時代の集落が確認されま
した。東端の地区からは約50軒の住居跡が見つか
り、長い間にわたって人々が生活し続けている様子
が分かりました。

女古墳時代と平安時代
の水田跡が見つかりま
した。また、平安時代の
集落からは出土例の少
ない高盤（こうばん）とい
う土器が見つかりまし
た。
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埋蔵文化財発掘調査一覧表［平成23年度

遺跡名 所在地 主な時代

朝あさ倉くら伊い勢せに西し遺跡No.2 朝倉町 古墳、奈良•平安時代

あ朝さ倉くらこ工うぎ業ょう団だん地ち遺跡群 下佐鳥町・亀里町 古墳、奈良•平安時代

お大お渡わt—道りど場うじょ遺う跡 大渡町 縄文、古墳、奈良•平安時代

こ上うず野けこ国くふ府あと跡 元総社町 奈良•平安時代

そ総う社じゃ稲い笠可づ塚か大おお道み西ちに遺し跡No.2 総社町 平安時代、中世

そ総う社じゃ町まち屋やし敷き南みな遺み跡No.2 総社町 古墳時代

赫齢祓竺あ梵付ず棄躍習「ん）本町 平安、中世、近世

院硝濱篇遺跡群(38) 元総社町 古墳、奈良•平安時代、中世


